
８
　
水
　
道

一
日
一
〇
〇
万
ト
ン
配
水

市
は
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら
九
ヵ
年
計
画
で
四
十
六
年
度
を
目
標
に
、

配
水
管
お
よ
び
配
水
池
を
新
設
す
る
配
水
施
設
整
備
事
業
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
主
に
市
中
心
部
の
給
水
不
良
地
区
の
解
消
と
、
港
北
・
戸
塚

な
ど
市
周
辺
部
の
未
給
水
地
域
へ
の
水
道
普
及
に
努
力
し
て
き
た
。
三

十
八
年
の
普
及
状
況
は
九
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
給
水
人
口
一
四
六
万

人
で
あ
っ
た
が
、
工
事
が
進
む
に
つ
れ
四
十
年
九
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

四
十
二
年
九
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
急
速
に
上
昇
し
た
。
四
十
四
年
の

水
道
調
査
に
よ
る
と
、
普
及
状
況
は
九
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
給
水
人

口
二
〇
五
万
三
、
八
〇
〇
人
、
区
別
で
は
中
区
と
西
区
が
最
高
で
九
九

水
　
道

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
配
水
管
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

水
道
を
使
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

横
浜
市
の
一
日
最
大
配
水
量
は
四
十
年
七
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
が
、
四
十
一
年
八
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
四
十
二
年
八
八
万
立
方
メ

ー
ト
ル
、
四
十
三
年
九
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
年
々
上
昇
し
、
四
十
四

年
七
月
に
は
一
〇
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
計
画

給
水
人
口
七
万
人
、
計
画
給
水
量
五
、
七
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
発

足
以
来
八
三
年
目
で
一
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
大
台
を
こ
え
た
わ
け
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ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
傾
向
か
続
く
も
の
と
し
て
、
一
日
最
大
配
水
量

の
伸
び
を
年
間
約
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
万
立
方
メ

ー
ト
ル
を
越
え
る
の
は
一
三
～
一
四
年
後
と
予
想
さ
れ
る
。

四
十
四
年
度
年
間
総
給
水
量
二
億
二
、
五
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
、
家
事
用
四
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
業
務
用
三
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

公
共
用
な
ど
そ
の
他
が
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
（
二
戸
一
ヵ

月
あ
た
り
の
平
均
使
用
水
量
と
し
て
は
家
事
用
約
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、

業
務
用
約
二
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
）
。
こ
れ
を
収
入
か
ら
み
る

と
、
家
事
用
三
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
業
務
用
四
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

と
家
事
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
四
十
三
年
四
月
水
道

料
金
の
改
訂
を
お
こ
な
っ
た
が
、
水
道
料
金
の
独
占
的
性
格
か
ら
基
本

料
金
を
低
額
に
し
、
家
事
用
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う
考
慮
し
た

結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
な
水
源
を
求
め
て

現
在
、
第
七
回
拡
張
工
事
を
す
す
め
て
い
る
が
、
こ
の
工
事
は
第
六
回

拡
張
工
事
と
同
じ
地
点
の
寒
川
か
ら
あ
ら
た
に
一
日
五
〇
万
立
方
メ
ー

ト
ル
を
取
水
し
、
小
雀
浄
水
場
を
へ
て
鶴
見
方
面
へ
送
水
す
る
計
画
で

あ
る
。
こ
の
工
事
は
相
模
川
を
高
度
に
利
用
し
、
海
に
放
流
さ
れ
て
い

る
水
を
神
奈
川
県
お
よ
び
横
須
賀
市
と
共
同
し
て
取
水
し
給
水
に
あ
て

る
も
の
で
、
昭
和
四
十
六
年
度
中
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
相
模
川
の
水
は
ほ
と
ん
ど
取
り
つ
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
横
浜
の
水
は
相
模
湖
か
ら
三
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
道
志
川
か
ら

一
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
寒
川
か
ら
七
五
万
九
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト

ル
合
計
一
三
〇
万
九
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け

の
水
も
四
十
八
年
に
は
使
い
つ
く
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
は
さ
ら
に
あ
ら
た
な
水
源
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

神
奈
川
県
・
横
須
賀
市
お
よ
び
川
崎
市
も
首
都
圏
の
中
で
同
様
に
水
源

確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
四
十
四
年
五
月
、
県
と
三
市

が
共
同
し
て
「
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
」
を
つ
く
り
、
県
内
最

後
の
未
開
発
河
川
で
あ
る
酒
匂
川
の
総
合
開
発
を
お
こ
な
い
、

①
　
水
道
用
水
の
広
域
的
有
効
利
用
を
は
か
る
こ
と

②
　
重
複
投
資
を
避
け
る
こ
と

③
　
合
理
的
か
つ
相
互
融
通
の
で
き
る
給
水
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

④
　
国
の
財
政
援
助
を
は
か
る
こ
と

⑤
　
将
来
に
お
け
る
県
外
水
源
導
入
の
素
地
を
固
め
る
こ
と
。

な
ど
を
目
標
と
し
て
、
現
在
工
事
を
し
て
い
る
。
三
市
お
よ
び
県
営
水

道
の
給
水
区
域
を
対
象
に
、
一
日
最
大
計
画
給
水
量
一
四
五
万
四
、
八
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Ｏ
Ｏ
立
方
メ
ー
ト
ル
、
計
画
目
標
五
十
年
、
総
工
事
費
一
、
七
二
〇
億

円
を
も
っ
て
、
ダ
ム
、
取
水
施
設
、
導
水
施
設
、
浄
水
施
設
お
よ
び
送

水
施
設
の
建
設
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
は
こ
の
う

ち
五
六
万
二
、
八
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
市
内
各
所
で
受
水
し
配
水
す

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
現
在
配
水
施
設
整
備
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
と
も
引
き
続
い
て
強
力
な
水
道
施
設
の
建
設
工
事
を
必
要
と

す
る
。
郊
外
で
は
宅
地
化
か
進
み
、
市
街
地
で
は
高
層
化
さ
れ
た
ビ
ル

が
建
ち
な
ら
ぶ
と
水
需
要
は
さ
ら
に
増
大
す
る
と
予
想
さ
れ
、
市
お
よ

び
市
議
会
に
お
い
て
は
県
外
か
ら
の
水
源
導
入
に
つ
い
て
国
お
よ
び
関

係
機
関
に
た
い
し
、
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
代
の
水
資
源

水
需
要
が
ひ
っ
ぱ
く
し
、
水
資
源
の
総
合
的
な
開
発
と
利
用
の
合
理
化

が
さ
け
ば
れ
て
い
る
が
、
東
京
都
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
お
よ
び
神
奈
川

県
に
お
け
る
昭
和
五
十
～
六
十
年
の
生
活
用
水
、
工
業
用
水
必
要
量
は

一
日
約
四
、
〇
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
、
一
、
四
七
〇
万

立
方
メ
ー
ト
ル
が
不
足
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
足
量
は
現
在
の

東
京
都
上
水
道
の
三
倍
、
横
浜
市
上
水
道
の
一
四
倍
に
も
な
る
膨
大
な

水
量
で
、
こ
れ
は
首
都
圏
地
域
の
表
流
水
お
よ
び
海
水
淡
水
化
そ
の
ほ

水
道

図2－21　七大都市給水普及率か
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
流
水
に
あ
っ
て
は
お
も
な
河
川
は
開
発
可
能
限
度
ま
で
高
め
、
長
期

的
見
通
し
に
た
っ
て
広
域
的
に
計
画
的
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
水
問
題
は
歴
史
的
な
背
景
や
関
係
地
域
間
の
利
害

関
係
が
複
雑
で
、
そ
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
ダ
ム
建
設
に
と
も
な
う
水

没
地
の
福
祉
対
策
な
ど
を
も
ふ
く
め
て
、
総
合
的
な
地
域
開
発
計
画
の

関
連
に
お
い
て
お
こ
な
う
必
要
か
お
る
。
こ
れ
ら
は
水
資
源
開
発
の
重

要
性
を
認
識
し
、
国
家
的
見
地
か
ら
そ
の
推
進
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
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ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

な
ら
な
い
。

海
水
か
ら
淡
水
を
え
る
た
め
に
、
世
界
各
国
は
す
で
に
巨
額
の
研
究
費

を
そ
そ
い
で
い
る
。
国
内
に
お
い
て
は
製
塩
技
術
開
発
を
調
査
研
究
し

て
い
る
専
売
公
社
が
早
く
か
ら
淡
水
化
の
技
術
を
も
っ
て
お
り
、
東
京

電
力
で
は
四
十
一
年
鶴
見
火
力
発
電
所
に
実
験
用
淡
水
化
装
置
を
設
置

し
て
い
る
。
市
は
四
十
二
年
西
谷
浄
水
場
構
内
に
水
質
試
験
所
小
型
造

水
機
を
設
置
し
て
、
東
京
湾
に
お
け
る
海
水
の
調
査
と
造
水
機
に
よ
る

生
産
水
が
飲
料
水
と
し
て
適
す
る
か
と
い
う
水
質
関
係
を
中
心
と
し
た

調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。

海
水
淡
水
化
は
技
術
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
多
く
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
も
技
術
研
究
の
推
進
を
強
力
に
お
こ
な
う
必

要
か
お
る
。

９
　
道
　
路

さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
混
雑

東
名
道
路
の
横
浜
イ
ン
タ
ー
に
近
い
亀
甲
山
か
ら
横
浜
駅
西
口
ま
で
は
、

数
年
前
ま
で
は
市
営
バ
ス
で
四
五
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
最
近
は

国
道
一
六
号
線
の
混
雑
が
ひ
ど
く
、
普
通
の
状
態
で
も
一
時
間
三
〇
分
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
一
時
間
五
〇
分
ち
か
く
も
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
六
号
線
沿
に
は
、
最
近
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
団
地
が
で
き
て
、
横
浜

都
心
部
や
東
京
方
面
へ
通
勤
す
る
人
た
ち
も
ふ
え
て
き
た
が
、
そ
の
大

半
は
、
や
む
な
く
途
中
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ

て
い
る
相
模
鉄
道
の
鶴
ヶ
峯
駅
ま
で
歩
き
、
電
車
に
乗
り
換
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
交
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